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令 和 2 年 10 月 19 日

温度測定結果報告書

大 川原 化工 機 株 式 会 社

エン ジニ アリ ング部

大 川原化工 機 株 式会社 製 噴霧 乾燥 器 「スプレ ー ド ライ ヤー L-8i」 ( 以

下、「エ L-8i」 と いう 。) の温度 測定 (以下 、「 本 測定 」と いう 。) を 行っ

た 結果 につい て 、 下 記 の と お り 報告する 。

避

1 目的

L-8i 内 部 の最低 温とな る 箇所の 温度 測定を 実施 するた め。

2 結果

L-8i 内 部 で 最低 温とな る 箇所 は 「 乾 燥 室 測定 口 」で 、 同 箇所 の 最高

温度は 5 9. 2 でであった。

3 本測定の内容

( 1 ) 測定日時

令 和 2 年 7 月 21 日 午前 9 時 3 5 分か ら 午後 3 時 0 1 分まで

( 2 ) 測定場所

静岡県 富士 宮 市山宮 2165-26

大 川原 化工 機株式 会社 粉 体 技術 研究 所



( 3 ) 測定 対象 機器の 仕様

型式 L-8i

熱風入口 温度 250 で

排風出口 温度 oo

水分 蒸発 量 3k gh

(4 ) 温度 測定 器

1 3

超 小型 ボタン サイ ズ の 温度 記録 計

温度データロ ガー「 ス ー パペー サー モ クロン」

温度 測定 範囲 : 0 でてて 123 で

表示 最小 単位 (分 解 能 ) : 0. 1 て

測定 確度 : 1 00 で て 1 10 やで の 範囲 に おいて エ 1. 2 で

1 10 で 一 123 やで の 範囲 に お いてキ 1. 8 で

2 同 社 製

超小型 ボタンサイ ズ の 高温 用温度 記録計

温度データロ ガー「 ハ イ パペー サーモ クロ ン 」

温度 測定 範囲 : 20 で てて 140 ぞで

表示 最小 単位 (分 解 能 ) : 0. 1 で C

測定 確度 ・ 20 で 一 1 1 0 で の範囲 に お いてエ上 7. 5 で

110 で て 140 やで の 範囲 に お いてキ 1. 6 で

(5 ) 運転 条件 及び運転 方 法

ア 運転 条件

入口 設定 温度 2 5 0 て 、 排 風 機 周波 数 6 OH z と した。

イ 運転方法

液体を噴せず 、 粉 体 回 収用ポッ ト を 取り 付けた 状態 で、熱 風のみ

を し 一 8 i 内 部 に 送り 込む 運転 を約 5 時 間 2 5 分 実施した。



(6 ) 温度測定 箇所 及び方法

ア 測定 入所

L-8i 内 部 で低温 とな る 可能 性 のある 場所 を 次 のとお り 測 定 箇所 と

し た 。 (資料 1 参照 ) 。

「 乾 燥 室 測定口」

「サ イク ロン 入口 測定口」

「サ イク ロン 下部」

「 サ イク ロン 下部 裏側」

「 サ イク ロン ポット 側面」

F 「 排 風 機 後 のダクト 」

イ 測定 方 法

「スー パ ー サ ー モ クロン」 を 測定 箇所 A、B、D、EBE に、「 ハ イペ パー

サー モク ロン | を C、F に それぞれ貼付して 温度測定 を 実施した (資料

2 参照) 。
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また 、 実験条件 を 確認 するため 、 排 風 出口 温度及び 排 風 機 後 ダク ト

空気温度を測定するべく、乾燥室測定口と 排風機 後 ダクト に *

電 対を取り付けた。

(7 ) 測定経過

ア 午前 9 時 3 5 分 、L-8i の 入口設定温度 を 2 5 0 で 、 排 風 機周波数を

60Hz に設定して運転を開始した。

なお、運転 開始時の外気温は 2 6 て でであっ た。

イ 午前 9 時 5 5 分 、L-8i の 操作パネ ル に 表示 され る 入口温度が 25

0 C に到達 し た 。そ の 後も、 入 口設 定温度 2 5 0 で 、 排 風 機周波 数 6

0Hz の 条件のまま 運転を継続した 。

ツウ 午後 3 時 0 1 分 、 運 転 開始から約 5 時 間 3 0 分 が経過 し た こと か ら 、

温度測定 を 終了し た。
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な お 、 運 転終了 時 の 熱風 入口 温度は 2 5 1 や 、 排 風 出口 温度は 1 9

6 でて、 外 気温は 3 0 で やであっ た 。

(8 ) 測定 結果 ( 各測 定 牧所 の 最高 温度 )

「スー パ ー サ ーモ クロ ン」 及 び 「 ハハイパー サーモ クロ ン 」 を 回収し 、

解析 ソフ ト 「RH manager」 に お いて デー タ解析を実施 したと こ

各 測 定 箇所 の 最高温度 は 以下 の と お り で あっ た (資料 3 乃至 8 参照) 。

A 「 乾燥 室 測定口」 59. 2 で

B 「 サ イク ロン 入口 測定口」 99. 1 や で

C _「 サ イク ロン 下部」 141. 9 で (測定 上限値 )

D 「 サ イク ロン 下部 裏側 」 117. 4 やで

E 「 サ イク ロン ポッ ト 側面 」 105. 8 や

F 「 排 風 機 後 のダク ト 」 115. 4 で

(9) 添付 資料

本 温度 測定 に 関する 下記 の 資料 にそれ ぞれ 資料 番号及び 資料名を

付 し、本 書 末尾 に 添付する 。

ア 本測定の測定 対象機器の全体 配置 図の写し

【資料 1】

イ 定経過 を 明らかに する た め に 、 小 職 が 撮影した 写真 1 1 枚

【 資料 2】

ウ 「 ス ーパペパー サー モク ロン 」 及び 「ハイイ パー サー モク ロン」の デー タ

を 解析し 、 小 職 が 作成した

測定入所 A における 「スー パ ー サ ー モ クロ ン」計測データ 【資料 3 】

測定箇所 B に おける 「 ス ー パ ー サ ー モ クロン」 計測データ 【資料 4】

測定筒所 C における 「 ハ イ パ ー サ ーモ クロ ン 」 計測デー タ 【 資料 5】

測定筐所 D にお ける 「 ス ー パペー サーモ クロ ン 」 計 測デー タ 【 資料 6】

測定箇所 世における 「 ス ー パ ー サ ー モ クロン」 計測デー タ 【資料 7 】



測定箇所 F における 「 ッこ 6 ゝ イノバー サー モグクロ ・ 計上ン」 計測デー タ 【 資料

1



資料 1

L-8i 全体配置図
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計測経過写真





乾燥 室 の 全体 を 撮影



乾燥 室 測定口に 極細 型 熱電 対 を 挿入し、 同 測定 口 を閉じ た 状態を撮影

(写真 中 央の 「2」 は 、 条 件 確認用 極細 型 熱 の 番号 )





測定 仙 所 B を 撮影

サイ クロ ン 下 部 及び回 収 ポット の 外観を






